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Abstract

日本中性子科学会第9回年会 （2009年12月9日～11日）いばらき量子ビーム研究センター P1-4

MLF中性子での稼動状況

今後の予定

Current Status of DAQ-Middleware for MLF

DAQ-Middleware for MLFとは

• ソフトウェア・コンポーネント（DAQコンポーネント）を組み合わせてデータ収集システムを構築
• 基本コンポーネントは、下記表のGatherer, Dispatcher, Logger, Monitorコンポーネントとそ
れらを制御するDAQ Operator

• DAQコンポーネントは、動作している計算機が異なっていてもデータ転送が可能
• コンフィグレーション・ファイル（ＸＭＬ）により、DAQコンポーネントの配置、接続を柔軟に行える
• DAQ OperatorはWebインターフェイスを持っており、ワーキング・デスクトップ、Webブラウザから
操作可能

• MLF中性子用のDAQコンポーネントとして、PSD検出器用、シンチレーション検出器用がある。
• MLF中性子・ミュオン実験施設のDAQシステムで稼動中

DAQ-Middleware for MLF

Name Functions

Gatherer Data reading

Dispatcher Data duplicating

Logger Data Logging

Monitor Data Monitoring and histogramming

Daq Operator Controlling
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• BL21でのコミッショニング
• スタートアップコマンドの改良（シェルスクリプトからpythonへ）
• コンフィグレーションファイル(config.xml)作成用GUIの実装
• コンディションデータベースの設計、実装

• GathererコンポーネントからNEUNETモジュールの各種パラメータの設定が可能になった。
• T０ストップモードの実装
• モジュール番号決定仕様に対応
• ヒストグラム表示プログラム(ana.py)の改良
• 開発用ドキュメントの整備
• Webサイト開設 (http://daqmw.kek.jp/)

DAQミドルウェアの構造

DAQコンポーネントの入出力ポート
とコマンド/ステータスポート

DAQコンポーネントの名前と機能

J-PARC (Japan Proton Accelerator Research Complex) MLF (Materials and Life Science Experimental 
Facility)の中性子実験装置では、データ収集サブシステムにDAQミドルウェアを使用している。現在
DAQミドルウェアを使用しているビームラインは４次元空間中性子探査装置(BL01)、茨城県生命物
質構造解析装置(BL03)、高分解能型チョッパー分光器(BL12)、冷中性子ディスクチョッパー型分光
器(BL14)、工学材料回折装置(BL19)、茨城県材料構造解析装置(BL20)、高強度汎用全散乱装置
(BL21)であり、超高分解能粉末中性子回折装置(BL08)がDAQミドルウェアを使用したデータ収集を
準備中である。2008年12月以降、装置パラメータおよびオンライン解析用パラメータ設定のための機
能、T0カウントによるデータ収集自動停止機能の追加、ワーキングデスクトップとの接続などのDAQ
ミドルウェアの改良を行った。この報告ではDAQミドルウェア改良の詳細と現状を報告する。
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■：ストライプディスク（チャンクサイズ 512kB)
dirty_background_ratio = 1

▲：シングルディスク
dirty_background_ratio = 1

□：シングルディスク
dirty_background_ratio = 10
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右図のような構成でデータ読み取りテストを行った。
• データ生成は、エミュレータで １ PSDあたり 20 kcps (1 NEUNETから1.22MB/s) (MLF 中性子からの要請値）。
• OSカーネルパラメータを調整することにより２０NEUNETから並列にデータを取得し、２０ファイル並列に書け
ることが確認できた。

• ディスクをストライプ化することで３０NEUNETからのデータを取得することが可能である。

DAQコンポーネントの接続例とユーザインターフェイス
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MLFで使用されているコンポーネント

２００８年１２月以降の変更
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• OpenRTM-aist 1.0.0への対応
•ユーザーから見える部分への変更はほとんどない。

• エラーハンドリングコードの見直し
• 各装置のDAQ開発者が各装置用のDAQソフトウェアをデプロイしやすいようなソースコードツリーを制定。
• 2010年夏ごろ講習会開催予定。

２００９年８月にDAQコンポーネント開発者向けに

講習会を行った。参加者は１１機関、３０名であっ
た。
講習会後のアンケートは、「目指しているDAQコン
ポーネントの作成の見通しが立っ た」、「すでに開
発しているコンポーネントを最新のDAQミドルウェ

アへ移植した」というようなコンポーネント開発者か
らの声や、興味を持って来られた方 や導入を検討

している方からは、「入門用の例題を動作させるこ
とができた」、「全体像の把握をすることができた」
などの声を聞くことができた。

稼働中

準備中

• ４次元空間中性子探査装置(BL01)
• 茨城県生命物質構造解析装置(BL03)
• 高分解能型チョッパー分光器(BL12)
• 冷中性子ディスクチョッパー型分光器(BL14)
• 工学材料回折装置(BL19)
• 茨城県材料構造解析装置(BL20)
• 高強度汎用全散乱装置(BL21)

稼動中

• 超高分解能粉末中性子回折装置(BL08)

準備中
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